




MECENATバ Aヽ/ARDS 2000
受賞企業には、表彰状とトロフィーを贈呈します。

碍DICALPl■ N「 ラディカル・プラント

(素 材〕プロンズ鋳造、黒御影石台座

トロフィー制作0鷲見和紀郎 (すみ・わきろう)
彫刻家。
"年
岐阜市生まれ。72年、Bゼミスクール修了後、彫刻家・三木富雄のアシスタントを経て、

76年ニューヨークに滞在。86～ 87年、日仏芸術家交流計画により在仏。99～

"∞
年、文化庁特別派遣

芸術家・在外研修員としてリヨンに滞在。個展・グループ展歴多数。

〔制作コンセプト〕
メセナ大賞の意味を考えた時、新しさの追求のみにとらわれないで、よリラディカル (根本的)で持続的な営
みに対して光を当てることこそ、ふさわしいと思いました。21世紀を控え、ニューメディアとハイテクノロジー
の時代といわれる今、あえて伝統的な素材 (プ ロンズ)と古典的な主題で作品を作ってみました。主題は「水
と花〔水と生命の成長〕」です。文化活動を成長する植物のイメージとすると、メセナ活動はまさしく水にたと
えることができるでしょう。〔鷲見和紀郎〕
※トロフィー制作者は、セゾンアー|ヽプログラム代表の難波英夫氏に協力いただき、指名コンペティションを実
施して選びました。詳細は協議会ホームページをご覧ください。
URL htp://www.mecen“ orip/
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ごあいさつ

「メセナ大賞2000」 の贈呈式にあたり、主催者を代表して一言

ごあいさつ申しあげます。

はじめに、本国受賞される企業ならびに企業財団の皆様、まこ

とにおめでとうございます。

また、ご応募くださった多くの企業の皆様、そして本日ご来席く

ださいました会場の皆様に厚くお礼申しあげます。

さて、優れたメセナ活動を表彰申しあげることにより、日本の企

業メセナを活性化し、それが豊な芸術文化の開花につながってい

くことを祈念して創設した「メセナ大賞」も、早いもので10回 目の

節目を迎えることができました。

この10年 は、バブル景気の崩壊により、日本の企業には極めて

厳しい経済状況が続きました。にもかかわらず、各社各様に工夫を

なされ、メセナ活動を発展させてきた様子は、これまでの受賞活動

から十分うかがい知ることができ、日本の企業にもしっかりとメセ

ナが定着してきたと考えます。

今年も全国各地から多数のご応募を頂戴いたしました。その一

つひとつの活動が、日本の芸術文化を取り巻く環境を豊かなもの

にしており、代表者はもとより、実務をご担当されている方々の日

頃のご努力もいかばかりかと、頭の下がる思いをいたしておりま

す。その中から8社 を選ぶことは、まことに大変な仕事であり、審査

員をお務めいただいた皆様にも本当にご苦労をおかけしましたこ

とを、この場を借りて厚くお礼申しあげます。

本年ご受賞いただくことになりました8企業・財団の活動は、審

査員諸氏が今回特に注目された素晴らしい活動でございます。審

査にあたり、現在の芸術文化状況の中で果たしている役割の大き

さも考慮されたと伺っておりますが、私はさらに、受賞8社に対して

は、これからの企業メセナの旗頭としての役目も担っていっていた

だきたいと期待しております。

来る21世紀、私ども企業メセナ協議会も新しい一歩を踏み出し

てまいります。これまで10年間の皆様のご協力に感謝申しあげま

すとともに、今後もなお―層、ご支援賜りますようお願い申しあげ、

私のごあいさつとさせていただきます。

社団法人企業メセナ協議会

〈
ム 長 樋口廣太郎



審査委員

池田逸子 (いけないつこ)

音楽評論家。ミュージック・ベンクラブ・ジャパン運営委員。
岩波講座『日本の音楽・アジアの音楽」(共著)などを執筆す
るかたわら、既成の評価やジャンルにこだわらぬ自由な視
点から「アサヒビール・ロピーコンサート」など多数のコンサ
ートの企画や制作も行っている。

河合隼雄 (かゎぃ構ゃぉ)

臨床心理学者・心理療法家。国際日本文化研究センター所
長。『昔話と日本人の心」(&年)で大佛次郎賞、「明恵 夢を
生きる」(88年 )で新潮学芸賞受賞。その他著作や論文は多
数あり、その実践に基づいた説得力ある論考は、従来の人
間心理の解釈に新しい視点を開いている。

中沢けい (なかさわ・けい)

作家。F海を感じる時』(78年 )で群像新人賞、「水平線上に
て』(85年 )で野間新人賞受賞。現代人の内面生活をとらえ
た文学作品を多数発表。評論、エッセイなど多数執筆。各誌
で文芸時評、メディア時評を担当。最新作「楽隊のうさぎ」
(20∞年)も幅広い支持と好評を集めた。

ピーター 。バラカン (ぴ―た―ばらかん)

プロードキャスター。ロンドンに生まれ、74年以来東京在住。
現在、「CBSド キュメント」(TBS/日 曜日深夜)などに出演。
できるだけジャンルや時代にとらわれないラジオの音楽番

組を作ることに使命感を持ち、常にその目標を進めるのに

理解のある企業を募集中。

平田オリザ (ひらた・おりぎ)

劇作家・演出家。「劇団青年団」主宰。桜美林大学助教授。
現在、自身が所有、経営する「こまばアゴラ劇場」を拠点に
演劇活動を続けるほか、教育、言語、文芸などさまざまな分
野で批評、随筆を各誌に掲載している。95年に「東京ノート」
で岸田國士戯曲賞受賞。

福田美蘭 (ふくだみらん)

画家。安井賞 (89年 )、 群馬県立近代美術館賞 (92年 )など受
賞歴多数。99年には国立国際美術館にて個展「福田美蘭展」
を開催するなど、現在、最も注目を集めている若手美術作
家の一人である。作品集に「福田美蘭 PICrU斑玲QUE1992‐
19981(98年 )がある。

本江邦夫 (もとえ・くにお)

多摩美術大学美術学部教授。76年、東京国立近代美術館に
入り、企画・資料課長、美術課長を経て98年退職。同年4月
より現職。19世紀末から現代にかけて美術を中心に芸術
一般について幅広く深い視野を持つことを目指す。著書に
「絵画の行方」など。

福原義春 (ふくはらよしはる)

(株 )資生堂代表取締役会長。(社 )企業メセナ協議会副会長
兼理事長。企業の社会貢献、文化生産へのパトロネージに関
心が高く、『企業は文化のパトロンとなり得るか」、「文化資本
の経営」、Fメセナの動き メセナの心』など多数の著書を出
している。

(50音順 )



選考経過

10回 目の区切りを迎えた本年は、実施にあたり、いくつかのリニ

ューアルを試みました。まず3年の任期でお願いしている外部の審

査員は、今年はちょうど入れ替わりの年にあたり、7名の方々に新

たに審査員にご就任いただきました。

次にメセナ大賞以外の各賞について、94年度以降はあらかじめ

部門を設け審査を行っていましたが、今回からは先に入選企業を

8社決定して、その中の1社に大賞を贈呈、残る7社には審査会で

特に評価された点を反映させた賞の名称を審査員に決めていた

だく方式に改めました。ほかにも本事業の運営を担う大賞部会メ

ンバーも交替し、またインターネットでも応募を受け付けるなど、

大小さまざまな改変を行いました。

このように、いくつかのリニューアルを試みた上で本年も3月下

旬より応募を受付開始。5月 31日 の締切までに全国各地から107

件 (79社 )の応募が寄せられ、これらの応募案件を大賞部会で3ヵ

月以上にわたり調査・取材し、審査会にはかりました。

今回は審査員の任期が初年度にあたることから、企業メセナの

望ましいあり方についても積極的な意見交換がなされました。例

えばキヤノンの写真新世紀について、その活動が本業に近いこと

から、「企業の公共性が強く求められつつある中、本業とは離れた

ものに支援することに意味があるのではないか」という問題提起

がなされました。これに対し、「本業の特性を活かしてメセナをする

ことは、専門的な知識や技術が芸術に導入されることにつながり、

望ましいことである」との意見が出され、最終的に全員一致で贈賞

することに決まりました。

また、メセナ活動は“陰徳
‖として行うべきかどうかについても意

見が交わされ、これには「企業には株主や社員に対する説明責任

があり、また自らの活動に責任を持つという観点からも、今後は社

名を明らかにして活動すること、すなわち“陽徳"としてメセナを行

うことが求められるだろう」との認識で一致しました。

各受賞活動の個別の評価ポイントは活動紹介の頁に記載いたし

ましたが、全体的に今年は文化施設の運営に関する贈賞が1社と、

例年にくらべ少なく、ソフト運営に対する贈賞が多い結果となった

ことが特筆されます。これは文化施設の評価が下がったというわけ

ではなく、各社がこれまで工夫を積み重ねてきたソフトが成熟しつ

つある証左と思われます。今回惜しくも選外となった活動の中に

も優れたものが多く、今後に大いに期待したいと思います。

社団法人企業メセナ協議会

大賞部会
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VOCA展の開催
第一生命保険相互会社

「VOCA展」開催風景

【活動内容】

VOCA(ヴォーカ)は「The Vision of Contemporary An」 の略で
「現代美術の展望」を意味している。94年から毎年1回開催してい

るこのVOCA展は「VOCA展」実行委員会 (実行委員長 :高階秀爾

氏)および (財 )日本美術協会。上野の森美術館が主催、第一生命

保険 (相 )はその協賛会社であるとともに、実行委員会の実務組織

の一員として、同展に関する企画案の作成、運営、広報活動など

に関わっている。

同展では現代美術の動向を知るうえで、あえて作品を平面に限

定していることに、大きな特徴がある。また30名前後の全国各地

の美術関係者 (学芸員、研究者、ジャーナリストら)に各1名ずつ、

「ユニークであり、作品に必然性のある、国際的に通用する力強い

表現力を持った」40歳以下の若手作家の推薦をしてもらい、推薦

された作家の作品を全て展示するという方式も注目されている。

展覧会は上野の森美術館 (東京。上野)で約2週間開催し、毎回

オープニング前日には審査員、専門家によるシンポジウムも実施。

さらに、VOCA賞 1名、VOCA奨励賞4名を選び、それぞれ300万円、

150万円の賞金を贈呈するほか、受賞作品を同社が買い上げ、

本社ビル (東京。有楽町)に内設するギャラリーにて常設展として

公開している。これらは若手作家の励みとなるだけでなく、一般の
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方々にも現代美術にいつでも触れられる、絶好の機会となってい

る。

また、同展のカタログはバイリンガルで制作しているが、これは

「海外でも、日本の若手作家のドキュメントとして活用できる」と高

く評価されている。

VOCA展は若い世代の最もヴィヴィッドな動向が紹介される場と
して、回を追うごとにますます注目されるようになってきており、今

後も同展を通じて、平面の表現の新たな可能性が発見されてゆく

ことが大いに期待される。

選考ポイント～審査会でのコメントより

●現代美術の分野では、表現方法が増え、平面の存在が軽く

見られることが多い時代だからこそ、平面を問い直す議論の

場としても意義のある活動だと思う。

●社名を前面に出さず、控えめに協賛という立場を貫いている。

「VOCA展 」シンポジウム

■企業プロフィール

東京都

保険業

1902年

2200億円

60792名
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日本のプロオーケス トラヘの支援活動

財団法人アフィエス文化財団

「アフィニス夏の音楽祭」オーケストラのレッスン

【活動内容】

(財)アフィニス文化財団は、日本たばこ産業 (株)の出捐によ
り88年に設立された。以来、日本のプロオーケストラのレベルア

ップを支援するため、①助成、②「アフィニス夏の音楽祭」の開

催、③「アフィニス・アンサンブル・セレクション」シリーズの実施、

④楽団員の海外研修に対する助成、⑤芸術文化に関する調査研

究、⑥「アフィニス・サゥンド・レポート」の発行、などさまざまな助

成活動を展開している。

このうち①では、まず、新たな演奏曲目への意欲的な取り組み

や、優れた指導者の招へいなどを通してレベルアップをはかろう

とする企画に重点的に助成。また楽器購入資金を融資助成 (10年

均等返済無利子融資)し たり、各楽団の主催公演の中から多くの人

に聴いてもらいたいコンサートを「アフィニス・エチケット(アフィ
ニス文化財団おすすめコンサート)」 に指定して助成するなど、助

成方法にも工夫を凝らしている。

②「アフィニス夏の音楽祭」は、国内外のトップクラスの演奏家

を講師に迎え、日本のプロオーケストラの楽団員に研さんと相互

啓発の機会を提供するセミナー。中心は管弦楽の基礎となる室内

アンサンブルのレッスンで、その模様は一般公開し、さらに成果発

表の場として講師と参加者による演奏会を開催している。
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③「アフィニス・アンサンブル・セレクション」シリーズは、プロ

オーケストラ団員自身の企画・演奏による室内楽シリーズで、J丁
の運営する「J丁アートホールアフィニス」を会場として提供し、年10

回程度開催、楽団員のアンサンブル活動を支援している。
さらに2000年 度からは5年先の企画に助成を内定するプログラ
ムも開始。リスクを伴う新しい試みや意欲的な企画を立てる際に
は、資金のメドがつかないと実現に向けて行動できないが、こうし
た従来のジレンマを断ち切る試みとして、注目を集めている。

選考ポイント～審査会でのコメントより

●オーケストラに対する支援を長く続けており、フォローも大

変充実している。また、研究活動などに対しても支援している。
●支援を単年度で区切られると、企画が小さくなってしまう。そ
の点、5年先の企画に支援を内定するというシステムはありが

たい。

「アフィニス夏の音楽祭」マスタークラス

■財団プロフイール

所 在 地  東京都
設 立 年  1988年
基 本 財 産  50億円
職 員 数  5名
U R L ht,//wmet.ad.ip/WWW/JT/Cuhre/範 nis/
(2000年 6月末現在 )
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おきでんシュガーホール新人演奏会オーディションの実施

沖縄電力株式会社

オーディション

【活動内容】

94年、沖縄県島尻郡佐敷町にシュガーホールが開館した。開館

当初、「沖縄には音楽を学ぶ者は多いが発表する場がない」との声

があがり、シュガーホールでは新人演奏会オーディションを企画。

佐敷町より共催依頼を受けた沖縄電力 (株)では日頃「地域とと

もに、地域のために」をコンセプトに業務を行っていることから、そ

の依頼を受諾。広報を担う沖縄タイムス社、事務局として運営を

担う佐敷町教育委員会、資金援助を行う同社が三位一体となって

実施するメセナ活動は、こうしてスタートした。

このオーディションでは、まず10月 にメディアを通じて募集を行

い、翌年1～ 2月 にテープによる予備審査を実施。参加資格は18歳

以上30歳以下の若手演奏家としており、声楽、ビアノ、弦楽器、管
。

打楽器の4部門を設けている。当初は沖縄県在住者のみとしてい

たが、「実力は高いが、県内だけで競っていてはいけない」との考

えから第5回以降は県外、国外からも応募を受け付けることにした。

3月下旬には予備審査を経た約30名の若手音楽家の公開審査をシ

ュガーホールで開催。審査は声楽家・伊藤京子や音楽評論家・丹

羽正明、作曲家でシュガーホール芸術監督の中村透らが行う。終

了後レセプションが開かれ、合格者だけでなく、惜しくも不合格と

なった新人音楽家も、直接審査委員と言葉を交わすことができる
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場が提供されている。

続いて4月下旬には合格者による新人演奏会を行い、オーディ

ションで優秀な成績を収めた演奏家には「沖縄電力賞」としてグラ

ンプリ1名 に100万円、優秀賞若干名に25万円などの奨学金を

贈呈している。この新人演奏会の出演者は沖縄タイムス紙上で毎

日1人ずつ紹介されるほか、演奏会の模様はラジオ・テレビでも放

送される。さらにグランプリ受賞者にはシュガーホールでのリサイ

タル開催の権利も与えられるなど、フォローも充実している。

選考ポイント～審査会でのコメントより

●沖縄県から東京や大阪などで行われるコンクールに参加

るには相当な費用がかかるので、地域性からいって必要かつ

意義な支援であると思われる。

表彰式

■企業プロフィール

沖縄県

電気事業

1972年

75億8600万円

1588名

htい://wwwЮkden.co.jp/

地

種

年

金

数

Ｌ

在
　
立
本
綿一Ｒ

所

業

設

資

従

Ｕ

(2000年 9月末現在)

―

●
鳥
〕
１

“む
「

第6回 ♂,ォ●τル、
シユガーホール新人演奏会

l・ l

; I=

彎

』

０
■
１

も ロ

卜ご|

0

噂
・ふ
ざ
・

・ヾ

―

□



キヤノン写真新世紀の実施

キヤノン株式会社

年間グランプリ公開審査

【活動内容】

「写真新世紀」は写真表現の新たな可能性に挑戦する新人写真

家の発掘と育成を目的とした公募プロジェクト。91年にスタートし

たこのプロジェクトでは、銀塩写真はもちろん、さまざまな映像分

野とクロスするような実験的作品も応援するほか、デジタル表現

領域の可能性も開拓している。

公募は年2回春と秋に実施。作品サイズ、点数、テーマ、形式を

すべて間わない公募展であるため、毎回1万点を超えるさまざまな

タイプの応募が寄せられる。その中から、レギュラー審査員3名 (写

真家・荒木経惟、写真評論家。飯沢耕太郎、美術評論家。南條史

生)とゲスト審査員1名が各1点、計4名 を選出し奨励金20万円を贈

呈。受賞作品は『写真新世紀』誌やインターネット上、自主制作の

CD― ROMなどのメディアにて発表する。また、応募者を対象にゲ
スト審査員 (これまで写真家のロバート・フランク、サラ・ムーンら

が務めた)によるレクチャーや、自作を直接批評してもらったり、撮

影会を実施したりするワークショップも適宜開催している。

さらに年1回、その年の優秀賞受賞者の作品を一堂に会し「写真

新世紀展」を開催。期間中行う公開審査において年間グランプリ

を決定し、奨励金100万 円を贈呈している。グランプリ受賞者に

は、ほかにも翌年の「写真新世紀展」において個展スペースが提

供される。

「写真新世紀」は同社コーポレートコミュニケーション本部文化
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支援推進課が担当し、企画・運営、PR活動全般をとり行なってき

た。本年、10年 目を迎えるこのプロジェクトは、これまでHIROMIX

や大森克己ら、現在活躍中の写真家を数多く生み出してきたが、21

世紀に向けて、国際的に新しい写真芸術と文化の創造にますます

貢献していくことが期待される。

選考ポイント～審査会でのコメントより

●一人の審査員が一人の作家を選んで、最終的にグランプリ

をみんなで選ぶという、選考方法が面白い。受賞作に個性が生

まれる。

●本業外の企業がこのような企画を行うよりも、カメラメーカー

が行う方が専門性が活かされるのでよいのではないだろうか。

公募作品審査風景

日企業プロフィール

東京都

電機機器業

1937年

1639億円

21023名

http://… .canon.cojp/
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神戸酒心館ホールの運営

株式会社神戸酒心館

「六代目笑福亭松喬 新春独演会」

【活動内容】

神戸・灘の日本酒酒造メーカーである福寿酒造 (株)は 、かねて

より酒蔵で文化講演会やコンサートなどを行っていた。しかし95

年、阪神・淡路大震災でその酒蔵も倒壊。一時活動を中止してい

たが、再開を望む多くの地元住民の意思をくみ、同年、倒壊した一

つの酒蔵を「神戸酒心館ホール」として改築、97年にはレストラン

なども併設し、社名を(株)神戸酒心館に改め再出発した。以来、

日本酒を扱う企業として日本の文化を大切にしたいという思いか

ら、舞楽、文楽、能楽、邦楽、狂言、落語などの伝統芸能に重点を

置き、ホールを運営している。最大約170名収容のホールは、天

井が高く木造ならではの風情に満ちており、観客や演者たちに大

変親しまれている。

伝統芸能は、一般の人々にとって興味はあっても、難解そうだと、

とかく敬遠されがちであるが、同ホールでは、その魅力や楽しみ方

を伝えるレクチャーも開催し、わかりやすく伝える工夫をしている。

また、お酒にまつわる演目を中心にした公演、日本酒や伝統工芸

に関する講演会や体験教室など蔵元らしい催しも実施。さらには

和服での来場者への割引や、公演の際の悧酒 (ききざけ)サービス

などユニークな試みも行っている。

企画・運営を担うのは同社の事業部。月2回のベースで行う自

主企画事業のほか、年4回『酒心館通信』を発行し、母体である酒

磯

‐ ● ヽ

●

電

・ 1 ¬

憔、_‐鳳Iくキ‐プ
ー
零肝〒甲膠.11

鷹轟乃
目 1

旧
臓.










































